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2023 年 4 月 6 日 

環境省の定める「エコ・ファースト企業」に認定 

環境分野において「先進的、独自的でかつ業界をリードする事業活動」として評価 

YKK AP 株式会社（本社：東京都千代田区、社長：魚津 彰）は、2023 年 4 月 5 日、環境省が環境の

分野において「先進的、独自的でかつ業界をリードする事業活動」を行っている企業（業界における環境先進企業）

であることを認定する「エコ・ファースト企業制度」において、「エコ・ファースト企業」に認定されました。 

YKK AP は、2050 年の目指す姿として「事業活動におけるライフサイクル全体を通して“環境負荷ゼロ”を実現」を

掲げています。その実現に向け、ライフサイクルの全ての段階で環境価値を創出するとともに、グローバルな環境負荷低減

活動を実践しています。特に、「気候変動」「資源循環」「水」「生物多様性」の 4 つの環境課題について目標を設定し、

その達成に向けた取り組みを推進しています。今回、こうした取り組みを「エコ・ファーストの約束」として宣言し、環境先進

企業として認められました。 

YKK AP は、今後も環境負荷ゼロを目指す企業として、バリューチェーン全体で環境課題解決に取り組み、持続可能な

社会の実現に貢献してまいります。 

【YKK AP エコ・ファーストの約束（概要）】 

１．2050 年カーボンニュートラルに向け、事業活動の全工程で温室効果ガス削減や気候変動への適応に取り組む 

・高断熱窓の普及による CO2 削減貢献量を、2024 年度までに 2020 年度比 1.5 倍

・事業活動による自社からの CO2 排出量（Scope1+2）を 2030 年度までに 2013 年度比 50%削減、

温室効果ガス排出量を 2050 年実質ゼロ

２．商品のライフサイクルを通じ廃棄物発生を抑制するべく、サーキュラーエコノミーの概念を取り入れ持続可能な 

資源の利用を進める 

・市中のアルミのリサイクル化の加速と、産官学連携で市中の樹脂窓を回収・リサイクルするシステムの構築

３．自然との共生に向け、事業活動に伴う大気への排出物質の抑制・持続的な水利用の実現に取り組む 

４．事業活動の中で、生物多様性へプラスとなる取り組みを進めるとともに、マイナスとなる影響を可能な限り小さくする 

ことで、持続可能な社会づくりへ貢献する 

５．さまざまな環境教育や意識啓発を通じ、次代を担う環境人材の育成に取り組む 

６．「商品」と「モノづくり」を通じ持続可能な社会づくりに貢献すべく、地球環境負荷低減に関わる取り組みに対し、 

積極的な投資を進める 

７．トップマネジメントによるグローバルな環境経営の強化に取り組む 

認定式の様子 

（左：YKK AP 代表取締役社長 魚津 彰、右：環境副大臣 山田 美樹 様） 
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＜参考資料＞ 

◆エコ・ファーストの約束（詳細）

https://www.ykkap.co.jp/company/important-notice/20230406

◆YKK AP のサステナビリティ経営

https://www.ykkap.co.jp/company/jp/sustainability/

◆YKK AP 環境報告書 2022

https://www.ykkap.co.jp/company/jp/sustainability/environment/report2022/

◆エコ・ファースト制度について

環境省が、2008 年、各業界の環境先進企業としての取り組みを促進することを目的に

設立した制度です。企業は環境大臣に対し、地球温暖化対策、廃棄物・リサイクル

対策などの環境保全に関する取り組みを「エコ・ファーストの約束」として宣言。環境

大臣がその企業を環境の分野において先進的、独自的でかつ業界をリードする「エコ・

ファースト企業」として認定しています。

環境省 エコ・ファースト制度について：http://www.env.go.jp/guide/info/eco-first/ 

https://www.ykkap.co.jp/company/important-notice/20230406
https://www.ykkap.co.jp/company/jp/sustainability/
http://www.env.go.jp/guide/info/eco-first/

